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要　約

従来、自己覚知概念はソーシャルケースワークの専門的援助関係の文脈において、特にスーパービ
ジョンの必要性とともに論じられ重視されてきた。近年は特に援助者の養成や専門性の向上といった、
いわゆる援助者の教育または学習の文脈において、あらためて自己覚知が重視されている。ではこのよ
うに重要視される自己覚知を、援助者はどのように獲得していけばよいのか。つまり自己覚知獲得の方
法論や具体的手立てが、次に求められてくることになる。

そこで、筆者は現場職員の自己覚知を促進する省察的学習として、ゲシュタルト療法の中心的な技法
のひとつであるエンプティチェア・テクニックの要素を参考にしたワークマニュアル「気になる利用者
になってみよう」を作成し、介護福祉士資格を持つ現場介護職を対象に実施した。本研究はこの自己覚
知及び自己覚知に基づいた学習を促進することを目的に作成したワークマニュアルを使った省察的学習
の効果およびその運用を効果的に進めていくための要件を、質問紙調査の結果から明らかにすることを
試みた。

本ワークは、研修という場の中で、ワークマニュアルの活用によって、多数の学習者に対し短時間の
うちに実施したものであり、その運用自体に制限と限界はあったものの、本研究の結果から、一定の学
習効果が得られたことが示唆された。

しかしながら自己覚知の獲得の程度は学習者個々によってかなり差がみられた。また本ワークにおけ
る自己覚知の獲得は、学習者のもつ性別や年齢、就業経験といった属性とは関連が見られなかった。ま
た介護福祉士と関連の深い介護支援専門員資格所持の有無とも関連が見られなかった。これらの結果か
ら自己覚知を獲得していく学びは、専門職としての経験知の有無とは別な、独自の学習過程である可能
性があることがうかがえた。
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1 ．はじめに

1．1．近年の自己覚知研究の動向
従来、自己覚知概念はソーシャルケースワーク

の専門的援助関係の文脈において特にスーパービ
ジョンの必要性とともに論じられ重視されてき
た。近年では社会福祉における自己覚知の定義、
その構造や内容的区分、相談援助における専門的
援助関係との関連などについて明らかにする、い
わゆる自己覚知論への取り組みが試みられている

（大津2011 1、秦2010 2、平松2009 3、北本1996 4）。
これら先行研究の中で共通しているのは、特に援
助者の養成や専門性の向上といった、いわゆる援
助者の教育または学習の文脈において、あらため
て自己覚知が重視されている点である。

通常自己覚知は、援助関係で生じた感情転移や
逆転移への対処という問題も踏まえつつ、援助者
自身の前提（価値観・偏見・ものの見方）を意識
化していくという意味で使用されるが、そのより
本質的な意味は、目の前のクライエントとの間で
その時その場（いま・ここ）で援助者自身に生じ
る気づき、すなわち「関係の中での気づき」であ
ると考える。「関係の中での気づき」では、援助
者自身が利用者の前にいかにあるのかといった存
在様式（在り様）を問うことになり、それは援助
者自身の変容の必要性を示唆するものとなる。そ
のような意味で、援助者自身の実践経験を振り返
り気づきを獲得するといった省察的学習の結果と
して、援助者は変容的学習に導かれる。この点を
踏まえ、大山（2012）5 は、近年の自己覚知論か
ら広がりつつある自己覚知概念の論点を整理し、
また「気づき（awareness）」のより本質的な意
味を人間性心理学の見地から問い直し、自己覚知
を援助者における学習の文脈に位置づけしたうえ
で、その学習の領域や方向を明示することを試み
ている。

上記の先行研究では、自己覚知概念が、社会福
祉学において重要であることの指摘、あるいは自

己覚知は専門職としての援助者に必要な学習課題
であることの提案・確認がなされている。ではこ
のように重要視される自己覚知を、援助者はどの
ように獲得していけばよいのか。つまり自己覚知
獲得の方法論や具体的手立てが、次に求められて
くることになる。自己覚知獲得の方法論や具体的
手立てを示した報告はまだ少ないものの、いくつ
か報告されている。例えば、松山（2014 6、2012 7、
2011a 8、2011b 9）は、社会福祉士養成課程におけ
る相談援助演習の科目において、心理劇を用い
て、学生の自己覚知（self-awareness）及び援助
の対象者となる利用者理解（他者理解）を促進す
ることをねらいにした授業実践を報告している。
また大山（2010 10、2006 11）は、自己覚知の促進
をねらいとした自己リフレクション記述を現場の
訪問介護員（ホームヘルパー）や介護支援専門員
を対象に用いた試みを報告している。

しかしながら、これらの先行研究においても課
題はある。松山の報告においては、社会福祉士養
成課程内の学生に対して心理劇を用いているが、
心理劇は自己覚知促進に効果的であるものの、そ
の実施において実施者に高度な技術が求められる
こともあり、その学習成果は教師個人の力量に左
右されるところが大きいといえる。また大山の自
己リフレクションは、記述する作業量が多く時間
的にも学習者に負担がかかること、また自己リフ
レクション結果の振り返りを対話リフレクション
という形式で研究者がその都度学習者と実施する
ことになり、実践する対象者の人数に限りがある
ため、日々多忙な福祉職に適用するのには不向き
な点がある。自己覚知の獲得を少数のソーシャル
ワーカーに対するスーパービジョンの中で実施す
るのみならず、社会福祉職全般に対する学習課題
として位置づけた場合、これらの課題に少なから
ず答えていくことが必要であろう。

そこで本研究では、多数の学習者を対象に短時
間で、かつ実施に実践する教師の力量に大きく左
右されない自己覚知獲得の方法論的視点と具体的
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手立てを提案、明示することを試みた。

1 ．2 ．  エンプティチェア・テクニックとワーク
シートの作成

筆者は自己覚知獲得の具体的方法として、エン
プティチェア・テクニックを中心に用いることと
した。

エンプティチェア（Empty chair）・テクニッ
クは、「空椅子の技法」と訳され、Perls, F. が、
Moreno, J. のサイコドラマの方法を改変し開発し
たゲシュタルト療法の中心的な技法である（倉戸
2006 12、入谷2005 13、百武2004 14）。倉戸は、この
エンプティチェア・テクニックを「空の椅子に、
イメージのなかに浮かんできた自己や他者を座ら
せ、対話するもの」15 と説明し、心理臨床以外に
も広義の意味において、日常生活や創造的活動の
なかで、あるいはメタファーとして無意識に使わ
れているという。このようなエンプティチェア・
テクニックの使用は、入谷の整理においては、「実
演の促し（enactment）」16 あるいは、「演じてみ
る（acting）」17、といった「行動を促す技法群」18 
の一つとして位置づけられる。これは「他者や自
己の一側面と同一化し、それを演じてみるよう求
める介入技法」19 である。百武はエンプティチェ
ア・テクニックを訓練としてのロールプレイと区
別し、単に演じるものではなく、「今自分が実際
に関わっている人物、過去に関わりのあった人物
との問題や関係性を理解するために」20、すなわ
ち「本人の心の中で未処理なままで存在している
人間との関係に焦点を当てること」21 を目的とし
て空の椅子にその人物を座らせて対話をするもの
と述べている。

筆者はこのようなエンプティチェア・テクニッ
クを自己覚知（気づき）を促すツールとして位置
づけ、国内の代表的なゲシュタルト療法家である
百武（2004）を参考にワークマニュアル「気にな
るご利用者（ご家族）になってみる」を作成した

（資料 1 参照）。

ワークの手順を以下に示す。
＜ワークの手順＞
・ 2 人 1 組になる。
・向かい合わせにおいた椅子を 2 つ用意する。
・ワークを体験する側（以下、体験者）は椅子に

座り、ワークを教示する側（以下、教示者）は
そばに立つ。教示者は、以下の手順でワークを
教示、促進する。体験する側のペースに合わせ
ゆっくりと行う。

・体験者は普段の仕事の中で、気になるご利用者
を一人選ぶ。

・体験者は、自分が座っている椅子の向かい側の
空椅子に、そのご利用者が今、座っていると想
像する。その際教示者は体験者に相手のイメー
ジを促すような声掛けをする。

・そのご利用者に何か伝えたいことなど、言葉が
浮かんできたらそれをご利用者に伝えてみる。

・向かいの椅子に移り、今度はご利用者になって
みる。その際教示者は体験者に、ご利用者なっ
てみることを促すような声掛けをする。

・ご利用者になってみたら、次に最初に自分が
座っていた向い側の空椅子に『わたし』が座っ
ていると想像する。そして向かい側の『わたし』
に何か伝えたいことを言葉が浮かんできたら、
それを伝えてみる。

・向かい側の最初に座っていた椅子に移り、自分
に戻る。そして先の、ご利用者から自分へメッ
セージがあった場合、その言葉を受け取ってみ
る。

・もう一度向かいの椅子のご利用者を見てみる。
そして、何かご利用者に伝えたいこと、言いた
ことが浮かんできたら、それを伝えてみる。

・終わったら体験者、教示者の役割を変えて行う。
・終了後、どんな体験であったか相互に振り返

る。
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資料 1　ワークマニュアル「気になるご利用者（ご家族）になってみよう」

ワークシート：「気になるご利用者（ご家族）になってみよう」
ねらい
　気になるご利用者（ご家族）に対して、自分がどんな気持ちなのか明確にする。
　気になるご利用者（ご家族）になってみて、ご利用者（ご家族）の理解を深める。
　気になるご利用者（ご家族）への今後の支援につながる気づきを得る。

手順
1 ．二人 1 組になる。
2 ．最初にワークを体験する側と、ワークシートをもとに教示する側との役割を決める。
3 ．教示する側は、以下の教示に沿ってワークを進める。
4 ．役割を交代して実施する。
5 ．二人が終了後に、振り返りをする。
　　①個々にワークで感じたこと、気づいたことを記載する。
　　②お互いに、このワークで感じたこと、気づいたことを分かち合う。

留意事項
1 ．相手のペースに合わせてゆったりと行う。
2 ．気になるご利用者（ご家族）を選ぶ場合、相手の好き嫌いは問わない。
3   ．ワークの途中、伝えたいこと（教示 4 ・ 7 ・ 9 ）を言葉で表現したくない場合は、無理に表現
しなくてよい。

Ⅰ．ワークの実施
《教示》
1   ．「それではこれからワークを始めます。あなたの普段の仕事の中で、気になるご利用者（ご家族）
を一人選んでください」

　　（少し間を取り、相手が一人選ぶことができたかどうか確認する）

2 ．「向かい側の空椅子に、そのご利用者（ご家族）が今、座っていると想像してみましょう」
・「その方は、どんな方ですか？」
・「その方は、どんな姿勢でいますか？」
・「その方は、どんな表情をしていますか？」

　　（少し間を取る）

3   ．「その方と向き合っているとどんな感じがしますか？　どんな気持がしますか？　体の感覚は
どうですか？　その感じをしばらく味わってみましょう。」

　　（少し間を取る）

4   ．「その方に何か伝えたいこと、言いたいことはありますか？　言葉が浮かんできたら、その方
に伝えてみましょう（声にしたくない場合、心の中ででもかいません）」

　　（少し間を取り、実施者が十分に伝えられたかどうか、確認する）

5   ．「では、向かいの椅子に移ってみましょう。今度は、その方になってみて
0 0 0 0 0

ください（なったつ
0 0 0 0

もりになってみて
0 0 0 0 0 0 0 0

ください）」



介護職の自己覚知（self-awareness）を促進する省察的学習
～エンプティチェア・テクニックを活用したワークマニュアルの作成と評価～

79

・  「その方になると、どんな感じですか？　どんな気持がしますか？　体の感覚はどうですか？
その感じをしばらく味わってみましょう。」

　　（少し間を取る）

6 ．「今、向かい側の空の椅子には『あなた』が座っていると想像してください。
・  そして、その方になったつもりで、向かい側の『あなた』と向かい合っていると、どんな感じ
がしますか？　どんな気持ちでしょうか？　体の感覚はどうですか？　その感じをしばらく味
わってみましょう。」

　　（少し間を取る）

7   ．向い側の椅子に座っている『あなた』に何か伝えたいこと、言いたいことはありますか？　言
葉が浮かんできたら、それを伝えてみましょう（声にしたくない場合、心の中ででもかいません）」

　　（少し間を取り、実施者が十分に伝えられたかどうか、確認する）

8   ．「では、向かい側のあなたの椅子（最初の椅子）に移って、あなたご自身に戻ってください。」
・  「先ほど、ご利用者（ご家族）から（今座っている位置の）『あなた』へメッセージがあった場
合は、その言葉を受け取ってみましょう。受け取ってみるとどんな感じがしますか？　どんな
気持がしますか？　体の感覚はどうですか？　その感じをしばらく味わってみましょう。」

　　（少し間を取る）

9   ．「もう一度向かいの椅子のご利用者（ご家族）を見てみましょう」
・  「そして、何かご利用者（ご家族）に伝えたいこと、言いたことが浮かんできたら、それを伝
えてみましょう（声にしたくない場合、心の中ででもかいません）」

　　（少し間を取り、実施者が十分に伝えられたかどうか、確認する）

10．「ワークはこれで終わりです。お疲れ様でした」

Ⅱ．役割を交代して行う

Ⅲ．このワークで感じたこと、気づいたことなどを、お互いに振り返ってみましょう。

Ⅳ  ．振り返ってみて気づいたことがあれば、書いてみましょう。また、今回のワークの経験が、明
日からのあなたの仕事にどのようにかかわってきますか、もしあれば書いてみましょう。

お疲れ様でした。
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ゲシュタルト療法でのエンプティチェア・テク
ニックの使用はファシリテーターに高度な技術が
求められ、かつその使用も基本的にはクライエン
ト一人に限られるが、この技術のエッセンスをマ
ニュアルシート化することで、その運用に制限や
限界はあるものの、ゲシュタルト療法を知らない
者でも、比較的短時間の理解で、安全に、同時に
多くの対象者に使用、実施できるメリットがある
と考える。

1 ．3 ．  自己覚知の獲得とその変容：「自己受容」
に着目して

では省察的学習の結果としての学習者における
自己覚知の獲得をどのように確認することができ
るであろうか。気づき（awareness）そのものを
測定することは困難であるが、本研究では、自己
概念の一つである自己受容に注目した。国内の自
己受容概念の代表的研究者である沢崎は、自己受
容を「『ありのままの自分をそのまま受け入れて
いる』という状態」22、「本来の自己の属性の内容
にかかわらずありのままの自分を受け入れるこ
と」23 と定義している。また自己受容は、「あき
らめ」や「自己満足」、「開き直り」などといった、
問題を回避したり安易に現状に満足することとし
ばしば誤解されるが、そうではなく、むしろ「本
来の自己受容はこの『あるがまま』の意味からも
明らかなように、問題に直面し、苦悩する中から
次第に育っていくもの」と述べている24。沢崎は
特に Rogers, C. を引用しつつ、自己受容という概
念が心理療法等の臨床的な営みと関連が高いこと
を示しているが、筆者はこの沢崎の示す自己受容
が、学習者の自己覚知（気づき）をともなって得
られた成長の重要な一側面として位置づけた。現
場の福祉職が自身の実践を振り返り、自己覚知

（気づき）を得ることを通して、結果自分自身の
良さのみならず、自身がおかれた状況から生じて
いる苦悩や自身の受け入れがたい自己の属性を、
嘆いたりごまかしたりせず、それ自身をありのま

ま受け入れることができるようになることは、福
祉職が専門職として自己覚知を得た結果としての
人間的成長を示すものと考えた。それゆえこの沢
崎（1993）25 の自己受容測定尺度を本研究の学習
結果を測定する尺度として用いることとした。

また自己覚知を評価する試みとして、大山
（2012）の「自己覚知に基づいた学習の領域と方
向」26 を理論モデルとして、質問項目の作成を試
みた。大山（2012）は、「自己覚知に基づいた学
習の領域と方向」を、「ケアする人としての共感」

「自己概念の変容」「専門性の意識化」「共生への
指向」の 4 つに整理し示しているが 27、これらを
反映した質問項目を計24作成し、本ワーク実施後
に回答を求めることとした。また自己覚知とは学
習者個々の主観の吟味を経由し、その内実は記述
により表現されると考え、本ワーク実施後に合わ
せて自由記述を求めることとした。

1 ．4 ．目的
筆者は、現場職員の自己覚知を促進する省察的

学習として、上記のワークマニュアル「気になる
利用者になってみる」ワークシートを作成し、介
護福祉士資格を持つ現場介護職を対象に実施し
た。本研究は、この自己覚知及び自己覚知に基づ
いた学習を促進することを目的に作成したワーク
マニュアルを使った省察的学習の効果、およびそ
の運用を効果的に進めていくための要件を、質問
紙調査の結果から明らかにする。

2 ．対象と手続き

平成24年12月に行われた S 県の独自事業であ
る認定介護福祉士養成研修本講義受講者87名（男
性37名、女性50名。なおデータは欠損値を含む）
を対象とした。本研究事例においては、調査を行
うに当たり本研修のはじめに、本研修受講生に調
査協力を依頼した。調査は、無記名の質問紙形式
で行い結果は統計的に処理するため個人は特定さ
れないこと、また調査結果は研究者が研究の目的
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にのみ使用し、本研修の成績評価とは関連がない
ことを伝えた。また本研究を学会発表、報告する
ことの了解をＳ県研修担当者から得た。

①本研修中、自己覚知に関する内容の講義をし
た後、沢崎（1993）の自己受容測定尺度（35項目、
5 それでまったくよい、そのままでよい、 4 それ
でまあまあよい、それでかまわない、 3 どちらで
もない、わからない　 2 それでは少しいやだ、少
し気になる、 1 それではまったくいやだ、気に入
らない、の 5 件法）を実施した。

②次に「気になるご利用者（ご家族）になって
みよう」ワークを実施した。ワーク実施の手順と
しては、最初に筆者があらかじめ作成したワーク
マニュアルを配布、説明し、筆者（研修講師）が
任意の受講者を対象にワークを促す教示者となっ
てワークのデモンストレーションを行った。その
後受講者二人一組で、一人はワーク体験者として、
もう一人はそのマニュアルを用いてワークを促す
教示者としてワークを行ってもらった。ワークは
一人が 1 、2 回（ 1 、2 場面）ずつ交互に行った。

ワーク実施の時間はペアごとにより多少差があっ
たが、およそ10～15分程度であった。

③ワーク実施直後、再度自己受容測定尺度及び、
本ワークの実施に関する調査票（自己覚知に関す
る質問24項目、ワークを体験したことに関する質
問18項目、体験者（パートナー）に教示したこと
に関する項目 6 項目、いずれも 5 あてはまる、 4
だいたいあてはまる、 3 どちらともいえない、 2
あまりあてはまらない、 1 あてはまらないの 5 件
法。および本ワーク体験に関する自由記述を求め
る質問 1 項目。対象者自身に関する属性を問う質
問 4 項目＜性別、年齢、就業経験年数、習得して
いる関連資格＞）の記入を無記名で求めた。

3 ．結果と考察

3．1．ワーク実施自体の結果
ワーク実施自体に関する質問項目及びパート

ナーへの教示に関する質問項目の結果から、ワー
クは受講者によっておおむね問題なく実施された
と思われた【表 1 、表 2 】。
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3 ．2 ．自己受容測定尺度の結果
沢崎の自己受容測定尺度は、 5 因子によって構

成されているが、今回はこれら項目得点の総合計
（得点の範囲は35－175）を算出しその変数とした。
ワーク実施前後にそれぞれ記入を求めた自己受容

測定尺度においては、実施後の合計得点の平均値
は実施前の合計得点の平均値に対して上昇してお
り有意であった（t（82）=5.45,p<.001）【表 3 及び
図 1 】。
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3 ．3 ．自己覚知に関する質問項目における結果
また独自に作成した本ワークの実施に関する調

査票の項目のうち、自己覚知に基づいた学習にお
ける 4 つの領域・方向に対応して作成した24項目
に対して SPSS を使って探索的因子分析（最尤法、
プロマックス）を行ったところ、3 因子抽出され、

それぞれ F 1 「今ここ及び自己概念への気づき」、
F 2 「援助・支援改善に向けての手がかりの明確
化」、F 3 「専門性の意識化」と命名し【表 4 】、
それぞれの因子における項目の得点を合計しその
項目数で除した尺度得点（平均点）を算出した【表
5 】。

また 3 つの尺度得点はそれぞれ中程度の有意な
正の相関がみられた【表 6 】。

3 ．4 ．自己覚知 3尺度得点と基本属性との関連
算出した自己覚知 3 尺度得点と受講生の基本属

性となる年齢や就業年数との相関はほとんどみら
れなかった【表 7 】。また、性別、他の資格所持
で比較的度数のあった介護支援専門員資格の有無
においても有意な差は見られなかった【表 8 】【表
9 】。
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3 ．5 ．自己覚知 3尺度得点によるクラスタ分析
算出した 3 つの尺度得点を用いてクラスタ分析

（ward 法）を行ったところ、 4 つのクラスタを
得た。それぞれ欠損値を除いて第 1 クラスタには
23名、第 2 クラスタには31名、第 3 クラスタには
3 名、第 4 クラスタには26名の対象者がそれぞれ
含まれていた。そこでこれら 4 クラスタを独立変
数に、先の 3 因子の尺度得点を従属変数として分
散分析を行ったところ、いずれも有意な群間差が
みられた（F1「今ここ、及び自己概念への気づ
き」：F（3，79）＝46.51、F2「援助・支援改善に

向けての手がかりの明確化」：F（3，79）＝24.87、
F3「専門性の意識化」：F（3，79）＝94.68、いず
れも p<.001）【表10－ 1 】【図 6 】。また Tukey
の HSD 法による多重比較を行ったところ、いず
れの尺度得点においても第 3 クラスタ＜第 2 クラ
スタ＜第 4 クラスタ＜第 1 クラスタという結果に
なった。これらの結果から、第 1 クラスタを「気
づき高群」、第 2 クラスタを「気づき低群」、第 3
クラスタを「気づき最低群」、第 4 クラスタを「気
づき中群」とした【表10－ 2 】。
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3 ．6 ．自由記述の結果
自由記述においては、87名中79名が何らかの記

述をしており、その全体の記述率は90.8％であっ
た。記述は研究者である筆者が、データを切片化
せずケースごとの記述を読み、浮かび上がってく
る意味単位ごとにアフターコーディングし、その
意味単位のコードごとの出現度数を記した。また

当該ケース内において、該当すると思われた意味
単位のコードが 2 文以上で表記されていても、度
数は 1 とカウントした。コーディングは重複あり
とした。表11は記述があった79名を100％ととし
たときの記述出現率が10％以上の意味単位を挙げ
たものである【表11】。

このうち積極的に自己覚知が獲得されたと思わ
れる意味単位は《今・ここでの気づき》、《利用者
理解の促進》、《今後の支援への抱負、改善点・課
題の明確化》、《これまでの自分の支援に対すると
らえ直し・反省》であると考えられた。
《今・ここでの気づき》では、「相手（ご家族）

に始めの一言をかけたとき、ご家族に顔が何かを
伝えたそうに見えた。架空でも表情が見られると
は思わなかった。ご家族の表情を見て何かもやっ
とした感情が自分に入った気がした」、「自分の思
いを利用者の方におしつけていたような気がし
た。相手の気持ちに対する配慮にかけていた。そ
の立場に身をおくことで理解することができた」
などの記述がみられた。
《利用者理解の促進》では、「利用者として椅子

に座ったとたん雰囲気というか感じるものが違う
気がした。言いたい事を伝えたのだが、椅子に座っ
て全く違う言葉が出てきたのにはビックリした。
想像なのか自分自身がどこかでそう思っていたの
かわからないが本当にそう思っているのではない
かと感じた」、「利用者の気持ちになれ、利用者様
の声が本当に聞こえる様でした。その言葉、気持
ちが直接心に届いた」、「利用者の立場になってみ
たとき、その方の心情が理解できたのか、とても
悲しくなった。涙が出そうになった。こんな思い

をしているんだということがわかった」などの記
述がみられた。

上記の記述からは、学習者の自己覚知がワーク
実施中に、まさに生じていたことが読みとれる。

また《今後の支援への抱負、改善点・課題の明
確化》では、「（利用者になってみて）伝わった言
葉を、スタッフ一同で、同じ方向性で介助してい
きたいと考えます。利用者様だけでなく、家族に
対してのケアも大切になると実感しました」、「業
務をこなすことだけを、今までは考えていたけど、
もっと利用者が今何を考え、何を感じているのか
を、知ることが大事だと思った」、「援助する中で
改善していかなければならない事を自覚できまし
た。（中略）自分自身のストレスや周囲の環境に
ついても思う所があり、整理していきたいと感じ
ました」といった記述がみられた。
《これまでの自分の支援に対するとらえ直し・

反省》では、「その人の問題をしっかりと見よう
としていない個人として見ていない事が理解出来
た」、「普段目先のことばかりにとらわれすぎてい
て、利用者の気持ちをしっかり組み取れていない。
利用者が本当が何を訴えたいのか、気持ちにゆと
りを持って接しなければいけないと感じた。（中
略）利用者の心のさけびが聞こえてきたような気
がする。普段の自分を振り返ることができ、自分
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に足りない事に気づけた」、「自分が気になってい
る利用者様との距離感や日々の対応がみえてき
た。まだ課題が沢山あることにも気づかされた」
などの記述がみられた。

学習者である介護職が、本ワークで得た気づき
を日々の実践にフィードバックしその問題解決に
役立てる契機をここから読み取ることができる。
研修での学習成果が、学習者自身の職業的要請の
中で、有効に活用されることは、成人学習者とし
ての現場介護職においてきわめて重要であると思
われる。

しかしながら一方、《ワーク自体あるいはワー
ク運用への批判》として、「時間が足りなかった」、

「ざわついた雰囲気の中でその人の立場になり、
気持ちを伝えるとは難しいかった」、「なかなかな
りきれなかったのが本音です。静かな環境で周り
に他の方がいない所で行うと感情移入も高いので
は」などといったの記述も見られた。これらは本
ワークの学習環境に関する批判的な意見が述べら
れているが、ワークを効果的に運用するにおいて
の重要な見解であると考える。

3 ．7 ．総合考察
本研究における自己受容測定尺度得点の上昇や

自己覚知に関する質問項目の得点結果及び自由記
述の結果から、おおむね本ワークによって、学習
者の自己覚知が促進された、あるいは自己覚知に
基づいた学習が促進されたことが示唆された。

また自己覚知に関する項目における因子分析の
結果から 3 因子が抽出された。これらは大山

（2012）が理論モデルで提案した学習の 4 つの領
域・方向に一部準じていたものの、得られた因子
は理論モデルで示した「ケアする人としての共感」
の方向に位置する「今ここ」といった実存的次元
は、「自己概念の変容」の方向に位置する自己概
念的な次元と区別がなかった。また、「共生への
指向」は因子としては得られなかった。これらの
ことは大山（2012）の理論モデルも含めて今後検

討していく課題であるが、それでも、本ワーク実
施における自己覚知に関する 3 つの因子が得られ
たことは重要な知見であると思われる。またしか
しながら、これら自己覚知 3 因子と自己受容測定
尺度得点の増加とは十分な関連を見出すことはで
きなかった。自己覚知の何が自己受容を高めるの
かを明らかにすることも今後の課題である。

また本ワークにおける自己覚知の獲得は、学習
者のもつ性別や年齢、就業経験といった属性とは
関連が見られなかった。また介護福祉士と関連の
深い介護支援専門員資格所持の有無とも関連が見
られなかった。これらの結果から自己覚知を獲得
していく学びは、専門職としての経験知の有無と
は別な、独自の学習過程である可能性があること
がうかがえる。さらに、獲得された自己覚知が社
会福祉の専門的な知見とどのように関連している
かを明らかにすることは、自己覚知研究における
今後の大きな課題でもある。

また、自己覚知の獲得の程度はクラスタ分析の
結果から明らかのように学習者個々によってかな
り差があり、これら学習結果の差異に関して言及
していくことも必要である。

また、自由記述からの批判的意見としては、特
にワーク実施の時間や環境についての言及があり、
この改善について検討していく必要がある。ワー
ク実施における十分な時間の確保は今後十分に配
慮する必要がある。しかし、ワークを実施する物
理的環境については、実施する会場のスペースが
もつ一定の制限があるであろう。この点は、その
ような制限のある場所で多数の学習者を対象とし
て運用する本ワークの限界でもあると思われる。

4 ．おわりに

本ワークは、研修という場の中で、ワークマニュ
アルの活用によって、多数の学習者に対し、短時
間のうちに実施するものであり、その運用自体に
制限と限界はあったものの、本研究の結果から、
一定の学習効果が得られたことが示唆された。ま
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たワークマニュアルの作成によって、自己覚知と
いった学習者の内面にはたらきかける営みを比較
的安全に実施できたこと、自己覚知獲得の方法論
や具体的手立てを示したこととしても意義あるも
のと考える。しかしながら上記のごとく多くの課
題も多く生じており、今後はこれらに応えていく
必要がある。自己覚知概念が単なる理念として強
調されるのにとどまらず、その具体的な獲得過程
について明示することに努めていくことが、福祉
専門職の専門性向上に、より資することになると
考える。
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